
（デジアナ７ch、デジタル12ch）

図書館だより

休館日

市立図書館　本館（広見） ☎625120
帷子分館 ☎658530
桜ケ丘分館 ☎643473

3／2（土）～8（金）
●好きなのはカニダー

★タウン情報

　市は、平成18年から金山城の歴史および
城下町について調査を行ってきました。今回
カニダーは、この調査内容を「調査」します。

　同じ地域の同じ年代の子どもを持つ親が集
まり、子どもの発達や子育てについて、親子
活動を通じて学ぶ「乳幼児学級」紹介をします。

3／23（土）～29（金）

3／9（土）～15（金）

　市民の健康づくり、生きがいづくり、そし
て地域の絆を深めるための活動を進めている
UNIC。あなたも気軽に参加してみませんか。

★市長の部屋から ★タウン情報

3／30（土）～4／5（金）

　今回訪れるのは、今渡・土田地区。木曽川
沿いの美しい風景を眺めながら、今渡の渡し
場や土田白鬚神社などを巡ります。
★レッツゴー！市役所

●子育ては、親育ち

●文化財ぶらり旅④●UNIC（ユニック）に入ろう！

★レッツゴー！市役所

3／16（土）～22（金）

　多くの市民の皆さんにアーラをより身近に
感じ、芸術文化を楽しんでもらえるよう「一
流に出会う日」事業を紹介します。

●一流の人に会いに行こう！

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発
信しています。

月～金曜日　 7:30・12:00・17:00・19:00
　　　　　　21:00・22:00
土・日曜日　 7:30・12:00・14:00・19:00
　　　　　　20:30・22:00

新しく入った本
『三匹のかいじゅう』
 椎名誠／著（集英社）
『古事記の恋』
 清川妙／著（いきいき株式会社出版局）
『おでかけ可児多治見土岐』 （流行発信）

 きよ かわ たえ

『びんぼうがみじゃ』
 苅田澄子／作　西村繁男／絵（教育画劇）
『身近なものの進化図鑑１　電化製品』
 スタジオダンク／作（汐文社）

 かん だ すみ こ にし むら しげ お

 ちょう ぶん しゃ

【
一
般
書
】

【
児
童
書
】

放送時刻

本館・分館共通　毎週月曜日、29日（金）

展示のご案内
本館　～３月13日（水）
「古建築・仏像・能・山・桜・水彩画小品」

展（近藤嘉彦さん）

水彩画を約25点、展示します。

「子どもと本のかけ橋に！かにっ子タイ

ムボランティア」展（図書館）

本館　３月16日（土）～４月18日（木）
本館で毎週土曜日に行っているお話会

「かにっ子タイム」の、読み聞かせを担当す

るボランティアの人たちを紹介します。

帷子分館　～３月28日（木）
「図書館を使った調べる学習コンクール

受賞作品」展（公益財団法人　図書館振

興財団）

 よしひこ かにっ子タイム　おはなし会
おはなしの泉によるストーリーテリング
日時　３月30日（土）午後２時～
場所　図書館本館３階　会議室
ストーリーテリ

ングは、耳からの

読書です。絵本や

紙芝居などを使わ

ないので、自分の

心の中で想像でき

る楽しさがありま

す。 おはなしの泉の様子

放送中 災害など緊急時には、
特別放送をします。

市政情報を月～金の午前８時、
土曜日は午前９時７分から放送
しています。
毎週木曜日の午前11時20分～
11時40分は、市長や市職員が出
演するコーナーもあります。
お聴き逃しなく！

施
策
や
考
え
を
発
信

施
策
や
考
え
を
発
信

市
長
の

部
屋
か
ら

市
長
の

部
屋
か
ら
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記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

編集後記 

広報かには、ボランティアグループ「音訳・ヴォイスの会」の皆さんにより
音訳されています。音訳版を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。

市の情報を皆さんに伝える手段と
して、「広報かに」、「ケーブルテレビ」、
「ＦＭらら」、「市ホームページ」、「す
ぐメールかに」などがあります。
知人から「市の広報は内容がつま

らない」と言われることがあります。
広報紙には週刊紙のように、皆が

注目する大事件や有名人のスキャン
ダルは、ないかもしれません。市政
番組は、民放のような、華やかなバ
ラエティーやお笑い番組はないかも
しれません。
しかし、市の広報で提供している

情報は市政や生活に関わるもので、
どれも大切だと思います。
私たちもより分かりやすい広報作

りを心掛けますので、皆さんも今よ
り少しだけ、関心を持って広報紙に
目を通してもらえたらと思います。
来年度も広報かにをごひいきに！

� （智）

ア
ー
ラ
で
は
、
著
名
な
俳
優
や
音
楽
家

な
ど
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
毎
年
素

晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
演
じ
て
く

れ
ま
す
。

そ
の
方
々
は
、
ア
ー
ラ
や
可
児
市
の
素

晴
ら
し
さ
を
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
お
礼
や
宣
伝
を
兼
ね
て
、
毎

年
正
月
明
け
に
は
、
春
の
七
草
と
お
米
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
春
の
七
草

と
お
米
は
、
可
児
市
産
で
安
全
・
安
心
な

農
産
物
と
し
て
認
定
さ
れ
た
「
可
児
そ
だ

ち
」
の
ひ
と
つ
で
す
。
特
に
七
草
は
、
全

国
の
農
業
家
の
中
か
ら
地
域
特
産
物
マ
イ

ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
た
方
の
力
作
で
す
。

「
可
児
市
の
特
産
品
は
？
」
と
聞
か
れ

て
即
答
で
き
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
。可

児
の
里
芋
は
、
昭
和
29
年
ご
ろ
大
阪

を
中
心
に
、
盛
ん
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し

た
。「
今
渡
里
芋
」
と
書
か
れ
た
赤
い
荷

札
（
絵
符
）
を
付
け
た
も
の
が
、
関
西
で

は
「
赤
エ
フ
」
と
し
て
、
そ
の
品
質
の
高

さ
で
評
判
を
得
て
い
ま
し
た
。

現
在
可
児
市
で
は
、
里
芋
を
可
児
市
の

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
の
ひ
と
つ
と
し
て
後
押

し
を
し
て
い
ま
す
。
里
芋
そ
の
も
の
を
は

じ
め
、
里
芋
を
使
っ
た
う
ど
ん
や
ラ
ー
メ

ン
、
焼
酎
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
大
豆
や
米
、
生
姜
や
ご
ぼ
う
、
き
ゅ

う
り
な
ど
の
野
菜
や
手
作
り
味
噌
、
地
豆

と
う
ふ
な
ど
の
加
工
品
34
種
が
「
可
児
そ

だ
ち
」
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
可
児
ッ
テ
」
や
「
と
れ
っ
た
ひ
ろ
ば
」、

そ
の
他
市
内
飲
食
店
な
ど
で
販
売
し
て

い
る
ほ
か
、
昨
年
か
ら
、
市
内
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
名
古
屋
の
中
日
ビ
ル
な
ど
の
観

光
物
産
展
で
も
、
積
極
的
に
売
り
込
み
を

図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、「
可
児
そ
だ
ち
」
を
使
用

し
て
い
る
料
理
店
を「
地
産
地
消
推
進
店
」

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。可
児
市
で
は
、

こ
ん
な
に
安
全
で
お
い
し
い
物
を
食
べ
ら

れ
る
こ
と
を
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に

知
っ
て
も
ら
い
、
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
い

た
い
の
で
す
。

可
児
市
産
の
農
産
品
を
消
費
す
る
こ
と

は
、
農
地
を
守
り
、
環
境
を
保
全
し
、
水

害
を
防
ぎ
、
地
域
の
安
全
に
も
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
が
、
地
域
を

守
る
の
で
す
。

ま
た
、
市
内
の
農
産
品
を
材
料
と
し
た

ス
イ
ー
ツ
や
、
2
0
0
年
前
に
作
ら
れ

た
「
土
田
び
ー
ど
ろ
」
の
歴
史
を
引
き
継

ぐ
ガ
ラ
ス
工
芸
品
、美
濃
桃
山
陶
な
ど
も
、

可
児
市
の
誇
り
・
自
慢
の
特
産
品
と
し
て
、

今
後
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

新
た
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
も
始
め
て
い
ま
す
。

「
可
児
市
の
特
産
品
」

お礼の手紙（右から、尾木直樹さん、音無美紀子さん、風間杜夫さん）

「可児そだち」や特産品の数々

中日ビルでの観光物産展


